
 交 通 対 策 課       

１ 交通安全対策事業    予算科目（款・項・目）１０・０５・５５〔決算書１０３～１０５ページ〕 

関係機関と協力し，交通安全に対する啓発など，交通安全の推進を図るもの 

(1) 市民への交通安全啓発活動 

ア 春，秋の全国交通安全運動等 

警察署，交通安全協会等関係機関と協力して広報活動を実施した。 

秋の全国交通安全運動期間前の令和元年９月１４日に，調布市グリーンホールにおいて「秋の

交通安全のつどい」を実施した（参加者７００人）。 

(ｱ) 春の全国交通安全運動期間 令和元年５月１１日から同月２０日まで 

(ｲ)  秋の全国交通安全運動期間 令和元年９月２１日から同月３０日まで 

(ｳ)  ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン 令和元年１２月１日から同月７日まで 

イ 高齢者交通安全対策事業 

地域の高齢者の交通安全教育の推進と交通事故防止を啓発するため，市内老人クラブの代表等

４２人が参加し，高齢者交通安全指導員（シルバーリーダー）講習会を，令和元年１１月８日に

実施した。 

ウ 新一年生への交通安全運動 

平成３１年４月に新一年生になる小学生を対象に，ランドセルカバー及び黄色い帽子等を配付

した（配付数２，１３８枚）。 

(2) 団体交付金支出状況（調布市交通安全対策事業補助金交付要綱に基づく）    （単位：円） 

団 体 金 額 活動内容 

調布交通安全協会 2,000,000 

交通安全指導・子どもの交通事故防

止活動・自転車交通安全教室の開

催・街頭キャンペーン等による啓発 

調布警察署管内園児交通安全防犯連絡会 570,000 

交通安全講習会の実施・防犯講習会

の実施・交通安全啓蒙活動・子ども

交通安全のつどい等による啓発 

合    計 2,570,000  

(3) 夏休み親子交通安全教室 

自転車シミュレーターによる模擬走行体験，走行指導や親子歩行練習，交通安全ビデオの上映な

ど，交通安全に関する正しい知識の普及を図るため，幼児，児童及び保護者を対象とした親子交通

安全教室を開催した。 

ア 開催日 令和元年７月２７日 

イ 会場 子ども交通教室 

ウ 参加人数 １８７人 

(4) 調布市自転車安全利用講習会 

一般の自転車利用者及び市職員向けに座学型の自転車安全利用講習会を開催した。 

  （単位：人） 

回 開催日 会 場 参加人数 

第 1 回 令和 2 年 1 月 20 日 文化会館たづくり映像シアター 45 

    



第 2 回 令和 2 年 1 月 23 日 文化会館たづくり映像シアター 46 

合   計 91 

(5) 東京都市町村民交通災害共済 

ア 加入状況                            （単位：人） 

加 入 者 
平成 29 年度 

加入者数 

平成 30 年度 

加入者数 

令和元年度 

加入者数 

一般加入Ａコース 3,374 3,178 3,004 

一般加入Ｂコース 1,092 923 882 

小・中学生 16,919 16,970 17,286 

交通安全協会役員 195 195 175 

合   計 21,580 21,266 21,347 

イ 東京都市町村民交通災害共済見舞金支払状況 

支払状況 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

件数（件） 37 35 29 

金額（円） 2,490,000 2,350,000 2,760,000 

(6) 子ども交通教室 

幼児及び児童の自転車の安全な利用を促すことにより，広く市民の交通マナーを高めるため調布 

市子ども交通教室を設置するもの 

ア  幼児・児童を対象としたクラブ 

幼児・児童を対象とした３つのクラブを春期・秋期で２期と短期クラブを３期開設し，各期 

週１回，子どもたちに交通ルールや自転車の安全な乗り方などを指導した。 

 実施回数（回） 子ども（人） 大 人（人） 参加人数計（人） 

97 728 729 1,457 

イ １日交通安全教室 

園児や児童を対象に，自転車の安全な乗り方について，コースを利用して指導したほか，スラ

イドやビデオを見ながら交通ルールを学ぶ教室を開催した。 

 開催回数（回） 園児(人)  児童（人） 父母・教諭（人） 受講人数（人） 

20 256 242 64 562 

ウ 延べ利用人数（一般開放時を含む。）  （単位：人） 

平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

21,441 21,538 23,466 

(7) スタントマンを活用した自転車交通安全教室（交通事故再現スタント）  

スタントマンが交通事故を再現することにより，参加者に交通事故の衝撃や怖さを知ってもら

い交通ルールやマナーの向上を図ることを目的として，市内公立中学校３校及び一般向けに自転

車交通安全教室を開催した。                   （単位：人） 

実施場所 実施日 参加人数 

調布市立第三中学校 令和元年 5 月 9 日 620 

調布市立第四中学校 令和元年 6 月 24 日 350 

調布市立第五中学校（体育館） 令和元年 8 月 28 日 670 

調布市立緑ｹ丘小学校（一般向け） 令和元年 11 月 2 日 219 



(8) その他交通安全教育 

   歩行訓練（保育園・幼稚園・新一年生） 

開催回数（回） 園児（人） 小学生（人） 合計（人） 

21 837 710 1,547 

自転車交通安全教室(小学３・４年生とその保護者) 

開催回数（回） 子ども（人） 大人（人） 合計（人） 

9 1,263 90 1,353 

講話（ふれあい給食） 

開催回数（回） 子ども（人） 大人（人） 合計（人） 

4 0 107 107 

(9) 平成３１年１月～令和元年１２月の交通事故件数等 

交通事故（人身）件数 

件数（件） 死亡者数（人） 重傷者数（人） 軽傷者数（人） 

424 3 11 459 

   年齢階層別死傷者数 

20 歳未満（人） 20～24 歳（人） 25～64 歳（人） 高齢者（人） 

57 27 303 72 

   関連事故件数（第一当事者・第二当事者（※）を含む。）     （単位：件） 

自転車関連事故件数 歩行者関連事故件数 

 内 違反なし件数  内 違反なし件数 

244 85 51 46 

※  「第一当事者」とは，最初に交通事故に関与した車両等（列車を含む。）の運転者又は歩行 

者のうち，当該交通事故における過失が重い者をいい，また，過失が同程度の場合には，人身 

損傷程度が軽い者をいう。 

また，「第二当事者」とは，当該交通事故における過失がより軽いか又は過失（違反）が同 

程度の場合にあっては，被害がより大きい方の当事者をいう。 

 

２ 自転車対策事業 予算科目（款・項・目）４０・０５・０５〔決算書２７１～２７３ページ〕 

  通勤，通学，買物等における自転車・原動機付自転車利用者の利便性向上のため，自転車等駐車場 

 を整備，管理・運営するとともに，放置自転車の撤去，保管，処分等を行うもの 

(1) 自転車等駐車対策協議会 

  ア 概要 調布市自転車等の駐車対策の総合的推進に関する条例第１１条の規定により，自転車等

の駐車対策に関する重要事項について調査審議を行うため，設置するもの 

 イ 委員構成等 商工関係者（４人），交通安全関連組織役員（２人），関係行政機関（３人），

鉄道事業者（１人），市職員（５人）をもって組織 男１３人，女２人 

  ウ 開催状況                               （単位：人） 

回 開催日 会 場 出席者 傍聴者 主な内容 

第 1 回 令和元年 

10月31日 

調布市役所 

市長公室 

15 

 

0 (1) 報告事項 第１号 

自転車等対策実施計画 

の改定について 

(2) 報告事項 第 2 号 



今後の駐輪場整備計画 

について 

(3) 報告事項 第 3 号 

シェアサイクルの実証 

実験について 

 

第 2 回 令和 2 年 

2 月 7 日 

調布市役所 

市長公室 

15 2 (1) 報告事項 第１号 

自転車等対策実施計画 

の改定について 

 

(2) 自転車等駐車場設置状況 

ア 有料・無料駐車場（令和２年３月３１日現在） 

区 分 収容台数 比率（％） 箇所数 比率（％） 

有料駐車場 22,242 93.56 37 90.48 

無料駐車場 1,540 6.44  4 9.52 

合 計 23,772 100.0 41 100.0 

  イ 駐車場施設用地（令和２年３月３１日現在） 

区 分 箇所数 

民地（市民等） 15 

市有地（土地開発公社用地を含む。） 21 

京王電鉄株式会社 4 

東京都 0 

中日本高速道路株式会社 1 

合  計 41 

(3) 自転車等駐車場運営等業務 

無料駐車場及び有料駐車場の管理運営，市内京王線９駅周辺で指定した自転車等放置禁止区域を

中心とした放置自転車の撤去並びに撤去した自転車等の管理，返還，売却及び処分を行った。 

売却及び処分などの業務を除き，この業務は一般財団法人調布市市民サービス公社（以下「公社」

という。）に委託した。 

ア 無料自転車等駐車場整理業務 

無料自転車等駐車場における使用者への駐車場内の誘導，自転車等の整理，清掃，満車状態時

におけるほかの自転車等駐車場使用の案内，長期間存置されている自転車等の確認業務を行った。 

  イ 有料自転車等駐車場運営等業務 

   有料自転車等駐車場の使用料の徴収に関する月ぎめ使用に係る受付，使用料の収納，駐車証等 

の発行，収納した使用料の市への払込み及び駐車場使用者の誘導，整理，清掃，台数確認，機械 

式駐車場の管理・保守業務，自転車等駐車場巡回業務及び各種点検業務を行った。 

  ウ 自転車等保管所運営業務 

放置自転車として撤去し，上石原及びつつじケ丘自転車等保管所に移送した自転車等の防犯登

録情報等のデータ入力，返還の自転車等の確認，自転車等撤去費用の収納及び受領証・領収書作

成等の返還手続，返還に関する問合せの対応及び保管所内の整理，清掃業務を行った。 

エ 自転車対策管理業務 



(ｱ) 放置自転車等撤去，移送，処分等業務 

放置自転車等の撤去及び当該自転車の保管所への移送，自転車等駐車場内に長期間放置され

ている自転車等の撤去及び移送並びに保管期限が満了した保管所内の自転車等の富士見町自転

車等保管所への移送及び処分作業補助業務を行った。  

(ｲ) 放置自転車等システム運用業務 

   撤去した自転車等の管理等を行うため，保管所・市・公社間にネットワークでつながってい

る放置自転車等システムのリース契約，通信回線の保守，履歴の確認及びデータのバックアッ

プ業務を行った。 

オ 放置自転車等撤去・返還・売却・廃棄等状況               （単位：台） 

区 分 撤 去 返 還 売 却 廃 棄 リサイクル 海外供与 

自転車 5,066 3,502 934 263 180 200 

原動機付自転車 48 38 12 3 0 0 

合 計 5,114 3,540 946 266 180 200 

(4)  駅前放置自転車クリーンキャンペーン 

   放置自転車は，歩行者の安全な通行を妨げ，街の美観を損ね，災害時には緊急活動を阻害する要

因となるなど社会問題となっている。 

  このような放置自転車問題を広く市民に訴え，放置防止を図るため，関係団体と連携して，ラグ

ビーワールドカップ実施期間に合わせ，調布駅，飛田給駅を中心に駅前放置自転車クリーンキャン

ペーンを実施した。 

  ア 期間 

    令和元年９月２日から同年１０月３１日まで 

  イ 活動実績 

(ｱ) 広報活動 調布駅・国領駅・つつじヶ丘駅・仙川駅前で，広報用ティッシュ約１０，０００

個を配布，ラグビーワールドカップ実施期間に合わせ，調布駅，飛田給駅を中心にチラシ 

約２，０００枚を配布 

   (ｲ) 撤去活動 延べ５１日間実施，撤去・移送台数７９９台 

   (ｳ) 協力団体 ７団体 参加者数６５人 

(5)  シェアサイクル事業（実証実験） 

市民や来街者への利便性・回遊性向上，並びに放置自転車対策に資する有用性，及び課題検証の

ため，民間事業者と協定を結び，市の施設等へのサイクルステーションの設置の協力を行い，民間

サイクルステーションを含め利用状況の調査を実施した。 

ア 実証実験期間 

平成３１年４月１日から令和４年３月３１日まで 

イ 市内サイクルステーション設置状況（令和２年３月末現在） 

サイクルステーション数 ４２箇所 

ラック数（最大収容台数） ３２５基 

ウ 稼働状況（期間累計） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計 

利用回数 1,311 1,898 1,893 2,423 3,203 4,515 4,319 4,432 3,922 3,794 4,284 4,333 40,327回 

稼働台数 323 411 400 487 592 722 737 770 647 645 711 773 7,218台 

 



３ ミニバス交通事業 予算科目（款・項・目）４０・０５・０５〔決算書２７３ページ〕 

 高齢者等の社会参加の促進と公共交通不便地域の解消等の目的から，公共交通整備重点地区への対 

応として３路線（西・東・北路線）を設定し，民間バス事業者と共同で運行事業を実施するもの 

(1)  調布市ミニバス３路線（西・東・北路線） 

西路線の営業利益の赤字分を運行事業補助金として予算の範囲内で交付するとともに，円滑な運

行を継続するため，地域要望についてバス事業者と協議した。あわせて，利用実態を踏まえた利便

性の向上や経路変更の可能性などについて協議した。 

(2)  共同路線（みたかシティバス） 

 三鷹中央防災公園・元気創造プラザからつつじヶ丘駅までの路線が一日１２便（往復），杏林大学

病院からつつじヶ丘駅までの路線が一日１２便（往復）運行されている。   

調布市ミニバス３路線利用人数                       （単位：人） 

路線名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 前年増減数 

西路線 358,776 400,614 399,651 -963 

東路線 203,957 207,359 205,540 -1,819 

北路線 360,299 375,335 367,810 -7,525 

合 計 923,032 983,308 973,001 -10,307 

 

共同路線（みたかシティバス）利用人数                    （単位：人） 

 

 

 

４ 自転車駐車場等整備事業 予算科目（款・項・目）４０・０５・１０ 

〔決算書２７３～２７５ページ〕 

  施設の運営管理の適正化を図るとともに，調布市自転車等対策実施計画に基づく，無料駐輪場の整

備有料化を推進し，恒久的な自転車等駐車施設の設置についてもあわせて図るもの 

 (1) 自転車等駐車場の整備状況 

令和元年度は，調布駅，西調布駅，つつじヶ丘駅，京王多摩川駅周辺の整備を進め，計５箇所の

自転車等駐車場を設置した。 

また，（仮称）調布駅南地下自転車駐車場整備計画を見直しに伴い，駅周辺での借地の公有

地化を含め恒久的な駐輪場用地確保に向けて検討した。 

                                     （単位：台） 

区分 施設名称 日 程 仕 様 収容台数 

新設 調布市立調布東代替自転車等駐車場 平成 31 年 4 月 1 日 有 料 440 台 

新設 調布市立西調布北第 1 自転車駐車場 平成 31 年 4 月 1 日 有 料 100 台 

新設 つつじヶ丘駅南口西自転車駐車場 令和 2 年 1 月 1 日 有 料 1,130 台 

新設 つつじヶ丘駅南第 1 自転車駐車場 令和 2 年 3 月 1 日 有 料 620 台 

閉鎖 調布駅東自転車等駐車場 平成 31 年 4 月 1 日 無 料 850 台 

閉鎖 調布市立調布南オートバイ駐車場 平成 31 年 4 月 1 日 有 料 229 台 

閉鎖 調布市立柴崎南第 2 自転車駐車場 令和元年 12 月 18 日 有 料 637 台 

閉鎖 調布市立つつじケ丘東自転車等駐車場 令和 2 年 3 月 1 日 有 料 350 台 

路線名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 前年増減数 

新川・中原ルート 181,328 178,092 178,315 223 



５ 都市計画管理事務 予算科目（款・項・目）４０・１５・０５〔決算書２９１ページ〕 

  調布市都市計画マスタープランで示された街の将来像を実現するため，各種交通関連施策と連携し 

 効率的な展開を図るもの 

調布市バリアフリー推進協議会 

   令和元年度は，各特定事業者に「調布市バリアフリー特定事業計画」の進捗状況報告調査を行い，

その結果を，調布市バリアフリー推進協議会で報告し，改善策等の検討を行った。 

(1) 概要 高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第２５条の規定により，調布市バ

リアフリー基本構想の作成及びバリアフリーに関する各種事業の円滑な推進のため，設置するもの 

(2) 委員構成等 市民（２人），学識経験者（２人），公共交通事業者（３人），商工関係者（１人）， 

福祉関係者（５人），関係行政機関（５人），市職員（１人）をもって組織 男１５人，女４人 

(3) 開催状況                                （単位：人） 

区分 開催日 会 場 出席者 傍聴者 主な内容 

第 1 回 

協議会 

令和元年 

7 月 29 日 

文化会館たづくり 

10 階 1001 学習室 

17 2 調布市バリアフリー特定 

事業計画の進捗状況等の 

報告について 

 

６ 国領駅南口市営駐車場事業 予算科目（款・項・目）４０・１５・１３〔決算書２９５ページ〕 

  国領駅周辺をはじめとする中心市街地の活性化対策や公共公益施設利用者の利便性向上のため，施

設を運営するもの 

施設概要 

(1)  運営形態 ２４時間年中無休営業 時間貸し及び定期貸し併用 

(2)  所在地 調布市国領町３丁目１番地３８（ココスクエアビル内） 

(3)  延床面積 １０，８８８．６７㎡ 

（専有部分９，８１７．１５㎡  共有部分１，０７１．５２㎡） 

(4)  収容台数 ３２７台 

(5)  構造 鉄骨・鉄筋コンクリート造，鉄骨造 地下１階～地上６階のうち地上３階～６階 

(6)  開設 平成１４年４月１日 

(7)  施設利用状況 

       区分 

   月 

使用台数（台） 回数券売上枚数（枚） 

普通使用 定期契約 30 分回数券 1 時間回数券 

4 13,487 171 10,110 10,511 

5 13,561 185 720 10,500 

6 14,699 184 10,044 11,544 

7 15,176 189 10,132 10,544 

8 15,349 199 10,022 10,500 

9 14,708 197 10,022 11,533 

10 14,417 209 10,764 11,055 

11 13,745 177 132 10,044 

12 14,277 204 10,110 11,533 

1 13,375 183 10,110 10,022 

2 12,911 189 588 12,033 



     

3 12,968 188 10,220 10,555 

合 

計 

元年度 168,673 2,275 92,974 130,374 

（参考） 

30 年度 
169,759 2,150 75,084 130,363 

(8)  普通使用に伴う割引及び減免制度利用状況 

       区分 

   月 
夜間最大使用料 1,000 円（件） 

すこやか利用者に対する普通使

用料最大 1 時間分の減免（件） 

4 16 378 

5 14 389 

6 20 545 

7 18 628 

8 51 645 

9 113 492 

10 191 529 

11 27 479 

12 33 406 

1 18 446 

2 24 409 

3 14 167 

合 

計 

元年度 539 5,513 

（参考） 

30 年度 
534 5,644 

 


